ETOPS承認審査基準の要旨
A．航空機の必要条件；
１．エンジン及びこれに関連するシステムは高い信頼性を有し、エンジンが空中で停止する可能性が極めて低い実績が無ければならない。また、この評価に当たっては全世界的な実績も考慮に入れなければならない

２．エンジン1基の不作動、主要なシステムの不具合、あるいは他の重大な事態が発生した場合に、その後飛行できる最大時間を“飛行規程”に設定し、その時間内に必要な安全性が確保できることを示さなければならない
３．長距離運航に関する情報及び手順は、“飛行規程”、“整備規程”、その他適当な規程に記載していなければならない

B．整備体制の条件；

　ETOPSを行う事業者は、エンジン及びこれに関連するシステムの信頼性を良好に維持する能力を有していることを示さなければならない。この評価に当たっては、当該事業者の使用実績の他、必要に応じ類似の型式のエンジンの信頼性実績を考慮しなければならない。また、以下の要件を“整備規程”又はその“付属書”に定め、これに基づいて整備を行わなければならない
１．A-1項に適合する為に必要な全ての“追加装備品”の搭載、“改造”及び“設計変更”の名称及び概要を明示すること
２．A-1項に適合する為に必要な“整備手順”を明示すること

３．A-1項に適合し続ける為に必要となる“検査”、“改修”は速やかに実施すること

４．航空機の信頼性を維持する為の“整備プログラム”が設定されていること。この“整備プログラム”では、エンジンの停止、主要なシステムの不具合、信頼性の低下傾向等があった場合、これらに対する是正措置が確実に実施される体制にあること
５．直前の飛行において、エンジンの停止、主要なシステムの不具合、信頼性の低下等があった場合、その原因が確認され必要な処置が取られるまで、当該航空機の長距離運航に必要な性能及び信頼性を維持する手順が確立されていること

６．搭載用装備品について、長距離運航に必要な性能及び信頼性を維持する為の手順が確立されていること

７．ETOPSの為の“運用許容基準”が作成されていること

８．ETOPSに係る整備士等に対する訓練が定められ、実施されていること

９．ETOPSに使用する航空機、エンジン及びこれに関連するシステムの使用実績及び信頼性について毎月航空局技術部航空機安全課に報告すること
C．運航体制の条件；
　ETOPSを行う事業者は、以下の事項を運航規程又はその附属書に定め、これに沿った運航、運航管理及び訓練を実施しなければならない
１．ETOPS飛行計画を作成する場合、許可された１エンジン不作動時の最大飛行時間に到達できる代替飛行場を設定すること

２．ETOPSを実施する場合、１エンジンのみによる長時間の飛行、ETOPSに関連する重要システムの機能の低下、飛行速度の低下等の条件を考慮に入れること
３．ETOPSに係る以下の事項について、運航乗務員の操作手順が定められていること；

　＊燃料系統のクロスフィードバルブの作動チェック

　＊ETOPSに特有の“運用許容基準”の適用

　＊APU（補助動力装置）の飛行中の始動

　＊エンジンの状態監視データの記録

　＊飛行中におけるETOPSに係る重要システムの作動状況の確認

４．ETOPSに係る運航乗務員及び運航管理者に対する訓練が定められ、実施されていること

D．ETOPS能力の実証；

　ETOPSを行う事業者は、その能力を実証しなければならない；

１．整備体制の確認

２．実機またはシミュレーターにより以下の事態が発生しても安全に飛行を継続し、着陸できることの確認；

　＊１エンジンの推力及び電力の全喪失

　＊耐空性能の低下、乗務員の作業負荷の増大
E．ETOPS承認に係る具体的な要件（主なもの）

１．飛行中のエンジンの停止率（原則として実績値）

　①120分までのETOPS；

0.05／1,000エンジン飛行時間
　②120分を超えて180分まで（北太平洋では207分まで）のETOPS；

0.03／1,000エンジン飛行時間
　③180分を超える（北太平洋では207分を超える）のETOPS；

0.02／1,000エンジン飛行時間

２．当該エンジンと機体の組合せについて、世界のフリーとにおいて25万エンジン飛行時間の運航経験が蓄積されていること（但し類似の型式における使用実績等により必要な運航経験を減ずることが出来る）
３．ETOPSに係る“運用許容基準”の設定；

　以下のシステムについて不作動を許容しない旨設定されていること；

　＊燃料系表示システム

　＊APU（補助動力装置）

　＊オートスロットルシステム

　＊衛星通信装置

４．ETOPS飛行前点検作業
　①通常の飛行前点検作業の中に以下の項目を加えること
　　＊全てのETOPSに係る重要システムの正常であることの確認

　　＊整備記録による全般的な状況の確認
　　＊エンジンとAPU（補助動力装置）の潤滑油のレベル、及び消費率の確認

　　＊操縦室及び機体外部の点検

　②ETOPSに特有の作業はETOPS整備資格者が行うこと
５．MSSM（Multiple Similar System Maintenance）の制限
　①整備士のミス（Human Error）によりETOPSに係る重要システムが機能損失に至る可能性がある場合、原則として同じ整備機会において同一または極めて類似した複数のETOPSに係る重要システムの整備作業を行ってはならない（例えば同一整備機会で左右のエンジンの発電機の交換を行うなど）
　②同一の整備機会において複数のETOPSに係る重要システムを整備しなければならない場合、異なる整備士により別々に作業が行うか、あるいはETOPS整備に係る別々の資格者による確認（同一の整備士が作業を行う場合）を行わなければならない
